
第 2回 C班議事録 

日時: 2024年 12月 1日 

 場所: 前橋市役所中央公民館 

参加者 

・前橋市職員 

・コーディネーター 

・委員 

1. 自己紹介 

2. 地域福祉計画の概要 

• 地域福祉計画は、地域の福祉課題に対応し、住民の福祉向上を図る指針。 

• 地方自治体は住民の意思に基づいて行われるべきであり、市民自治が重要。 

3. 前回の振り返り 

• 高齢者の課題: 生活基盤、健康、社会参加・生きがい。 

o 生活基盤: 交通・移動手段の不足、経済的困難、詐欺被害。 

o 健康: 医師・看護師・介護士の不足、独居老人の問題。 

o 社会参加・生きがい: コロナによる地域イベント、交流機会の減少・生きがいづくり、

趣味等の必要性。 

4. 幸せのレベルと福祉の優先順位 

• 議論: 不幸な人を幸せにすることが最も重要。 

o 幸せな人をさらに幸せにする優先度は低い。 

5. 公共交通と医療の課題 

• 公共交通: バスの本数が少なくて不便。 



o 幸せの質を上げるための話。 

• 医療: 前橋市は医療の街。 

o デイサービスの利用者の幸せ・不幸について議論。 

6. 最悪な状況の高齢者 

• 属性: 寝たきり、認知症、生活困窮、孤独。 

o 支援者や家族がいない。 

o 自分で生活用品を揃える必要がある。 

7. ありたい姿の明確化 

• 理想的な高齢者: 自分に制限がない人。 

o 肉体的・精神的に動ける人。 

o お金があり、生活基盤がある。 

o 他人と関わり、頼りにされる人。 

8. 終末期の話 

• 死生観: 自分の死に方を選べることが重要。 

o 看取りサービスの必要性。 

9. 成年後見制度の周知 

• 問題: 知られていないことが問題。 

o SNSや広報誌を使って周知する必要性。 

10. 民生委員の役割 

• 問題: 民生委員のなり手が少ない。 

o 地域の担い手としての役割が重要。 

11. 改善提案シートの記入 

• 目的: 地域福祉計画の材料として生の声を集める。 



o 高齢者特有の属性として、交通関係、医療関係、孤立、デジタル社会への対応が必要。 
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